
モデル事業名 こやだいら・住民まるごと地域力向上事業

対象地域 徳島県美馬市木屋平地区

今年度の主な取組

（１）調査事業
①高齢者実態調査
地域内の高齢者の状況や支援ニーズ等について具体的な調査を実施
する。
②環境実態調査
地域内の自然環境、不法投棄実態の調査を実施する
③地域・観光資源調査
地域内の観光資源等の現状について調査を実施する。
④地域文化調査
地域内の伝統文化、芸能などの活動実態、担い手の状況の調査を実施
する。
（２）活動（試行）事業
①高齢者の暮らし安心づくり事業
・交通弱者のための有償運送システム整備
・一人暮らし高齢者の安否確認、見守りネットワークの構築
②遊休地の管理や美しい自然の継承等の環境保全事業
・不法投棄防止のための遊休地の共同管理体制の構築
・ホタルの再生による交流づくり
・観光資源の活性化
③経験者のスキルを活かした地域全体で支える農林業再生事業
・農林業サポーターの組織化
・「中尾山栗」を中心とした特産品の復活
④地域文化振興事業
・伝統文化の継承
・夏祭り、産業祭りの開催
（３）活動（試行）の検証と今後の計画の作成

　四国の名峰剣山の山懐に抱かれる木屋平地区（平成17年の町村合併
前の旧木屋平村）は、山間地に集落が散在する地域で、農林業を主産
業として、約千人が生活している。近年、少子高齢化が極度に進行し若
年層を中心に人口流出が著しく、平均年齢59歳、高齢化率は52％に達
しており、ほとんどが「限界集落」となっている。これに伴い、高齢者世
帯、高齢者単独世帯が増加し、地域コミュニティの活力低下や、農林業
の衰退、環境破壊、地域福祉や防災の担い手不足が深刻な課題となっ
ている。
　また、地区内と市内中心部を結ぶ公共交通機関としては、市営バスが
ＪＲ穴吹駅までの約40kmを一日３往復しているのみであり、地区内唯一
の医療機関である市営診療所への通院や、買い物、所用のための市中
心部への交通手段確保が非常に困難となっている。
　このようなことから、高齢者はもちろんのこと、高齢者を支える家族や
近隣の住民も生活に不安と不便を抱えながらの生活となっており、暮ら
しの安心の確保をはじめ、剣山や、吉野川水系の美しい自然環境の保
全、農林業の再生、伝統文化の保護・継承について、地域全体として支
え合う仕組みの構築が、地域の生き残りをかけた喫緊の課題となってい
る。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

①調査事業として、高齢者実態調査、環境実態調査、地域・観光資源調
査、地域文化調査は何れも完全実施。②活動（試行）事業として、高齢
者の暮らし安心づくり事業、遊休地の管理や美しい自然の継承等の環
境保全事業、経験者のスキルを活かした地域全体で支える農林業再生
事業、世代を超えた地域文化振興事業についても完全実施。組織力を
活かした諸問題の解決の構築、広域組織力を活かした活動の構築、地
域住民や地域団体と行政などの連携の構築、 地域団結力の向上等の
成果が得られた。

当初予想していな
かった効果

　木屋平地域は、少子高齢化が急速に進み高齢化率５２％となり、交通
弱者が急増している。本モデル事業で取り組みを行った有償運送事業
は定期的診療所の検診や地域内外への移動手段として当初想定してい
た会員や利用者も増加し、想定以上の効果である。一人暮らし高齢者の
安否確認は、見守り活動ネットワ－ク組織で実施し、地域の高齢者は安
全と安心の生活が送れ、遠隔地で住んでいる家族も共に安心している。
　また、夏、冬の帰省客や地方ふる里交流会等、主な意見は、ふる里を
誰がどのようにして活性化させるかを期待して里帰りをしている。そのふ
る里が明るく、そして高齢化はしているが力強く、そして各種団体が団結
をし前向きに生きていることが何よりも安堵感を感じ、次回も楽しみなが
ら帰省できるとの大半の意見であった。

実施状況（写真）

【写真】診療所への有償運送　　【写真】間伐材を活用した不法投棄防止看板

【写真】中尾山栗園の整備（特産品復活）【写真】木屋平太鼓等の伝承活動
応募団体名 木屋平(こやだいら)水源の里協議会
リンク
部局／担当者名 事務局　　中川　貴志　　（美馬市市民環境部ふるさと振興課）
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